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就学前児童の保護者対象アンケートにおける自由記述欄に出された主な意見 
 

（１）経済的支援について 

自由意見の中で、一番多く寄せられた意見は、経済的支援の拡充だった。 

近年の給付金や、令和 7 年からの子ども医療費の拡充に対して、好印象を持っている保護者も少数

いる一方で、特に、子ども医療費助成に対しては、近隣市の状況から 18 歳までの無償化を望む声が多

く寄せられた。加えて、保育料の多子世帯の無償化や保育料算定にあたっての基準となる子どもの年齢

制限に対して改善を求めるこえも多く寄せられた。 

 さらには、就学前及び義務教育の給食費助成に関する要望も寄せられた。 

 その他子育てへの経済的支援を、子どもの人数に関係なく支援して欲しいといったこえや、全世帯へ

の平等な支援策として、オムツやミルクの定期宅配事業やオムツの処分用の安価なごみ袋をつくるなど

の意見も寄せられた。 

 

（２）遊び場に関すること 

 子どもの遊び場に関する意見が多く寄せられている。 

 傾向をみると、ひとりで動き回ることができる 2 歳頃から就学前世代の児童が遊べる場所が少ないとい

う意見が多い。 

 えるるに設置しているつどいの広場はせまく、十分に遊ばせることができないため、大川市のモッカラ

ンドや荒尾市の子育て支援施設を利用しており、同様規模の施設が大牟田にあるとよいといった意見も

多数あった。 

小学生以上の遊び場についても充実を求める声がある。特に他市から転入してきた方からの声として、

児童館など子どもが集える場へのニーズが求められている。 

また、世代を問わず、暑さや雨天時を考慮し、室内の遊び場が欲しいといった声も多く寄せられている。 

公園については、大きな公園があるものの施設が古いこと、トイレの改修や授乳室等の設備面の要

望も寄せられている。 

加えて、それぞれの地域にある公園について、遊具の老朽化や草が生い茂っている等環境整備が行

き届いておらず、子供を安全に安心して遊ばせることができないといった声も寄せられている。 

 

（３）小児医療について 

  夜間、子どもの発熱時に近くに受診できる小児科がなく困った事例があったこと、休日当番医に連れ

て行っても小児科の先生が居ないため、久留米の聖マリア病院に連れて行かなければならなかったこと

に対する不満が寄せられた。 

 また、他市において実施してあるインフルエンザ予防接種の助成についても、高齢者だけでなく子ども

も対象にしてほしいとの声が複数あった。 

 

（４）教育・保育について 

 （１）にある保育料の軽減とあわせ、育児休暇中の上の子の預りについて、認定こども園である場合は

短時間預りになること、また、保育園については、1 年を超えて育児休暇を取る場合、一旦退園になるこ

とに対する改善の声が寄せられた。 

 一方、待機児童が発生しておらず、預け入れができることに感謝しているとの意見もあった。 
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（５）教育について 

 （１）にある給食費への助成に対する意見が一番多かった。あわせて、通学路の安全性に対する不安、

学校の再編等にかかる意見が寄せられた。 

 

（６）学童保育所等について 

 利用料が高いといった意見や長期休業期間中の開始時間を早めて欲しいといった意見、また、預かっ

てもらえるのか不安といった意見や小 6 まで預かって欲しいといった要望、育児休暇で復帰する予定が

確実である場合、枠を取って欲しいといった意見も寄せられた。 

 加えて、給食の提供や夏休み期間のみ預かる学童を増やして欲しいとの声も寄せられた。 

 

（７）病児保育について 

 空きがなく利用できないといった声が寄せられた。 

 また、場所が不便なため利用に至らなかった、当日の申込みでも必ず利用できるよう施設の数や受入

れ数を増やして欲しいという意見が寄せられた。 

 

（８）職場環境について 

 男女ともに育児がしやすくなるような職場環境の整備を求める声が寄せられた。子ども・子育て応援条

例を踏まえ、共働き世帯に対して働きやすい環境を作れるよう具体的に取り組んで欲しいといった意見

があった。 

 

（９）発達に関すること 

 発達障害や配慮が必要な子どもが増えていることに対する不安や支援の強化についての声が寄せら

れた。早期発見のための健診の拡充を求める声もあった。 

 また、支援が必要な子どもを適切な環境に導く流れが不十分であると感じているとの声もあった。 

 

（１０）住宅支援について 

 子育て支援に関する意見の中には、マイホームへの助成金や空き家を活用した子育て世代への住宅

支援等のアイデアが意見としてあった。 

 

（１１）情報発信について 

 市の取組みが、子育て世代に届いていないといった意見や情報を取りにいかないとわからないことが

多いが、情報を取りに行く余裕がないといったこえもあった。 

 また、市の取組みに限らず、子連れで入れるお店の紹介や子どもの習い事などの情報を発信して欲し

いとの意見もあった。 

 


